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Protecting the cultural assets against earthquakes is important task to carry on our culture for the next generations. 
Impulse tests and shaking table tests were conducted to evaluate the dynamic characteristics of the adhesive mat. Two 
types of earthquake-proof adhesive mats were used; one was made of urethane elastomer and the other was made of 
silicon. The impulse test results showed that the silicon mat had higher damping and higher natural frequency than the 
urethane mat. The urethane mat showed higher isolation for 10Hz-over oscillation than the silicon mat in the shaking 
table tests, because of its lower natural frequency and lower damping.  









































౮真1 ⠴震マット      ౮真2 インパルスハンマー  ౮真3 3次元ᝄ動台、ᮨ型および
 
表 1 実験ౕེ⹦⚦ 
 
  実験ౕེ     ౕེ⹦⚦ 
⠴震マット    ࠙レタンࠛラストマー⵾およびシリコン⵾、50503mm、ฦ 4 ᨎ（౮真 1） 
インパルスハンマー  1 台、2200N まで᷹定可能（౮真 2） 
ᝄ動台      動㔚ᑼ、࠹ーࡉルサイ࠭ 100100cm（౮真 3）
ᮨ型       木⵾直方体、91362cm、2.03kg（౮真 3）


















3結果、࠙レタンマットでは 0.12、シリコンマットでは 0.23 という値が得られ、シリコンマットの方が࠙レ
タンマットよりᷫ⴮定数が⚂ 2 ୚大きいと分かった。
図 1 ࠙レタンマット⸳置時の計᷹加ㅦ度       図 2 シリコンマット⸳置時の計᷹加ㅦ度
固有ᝄ動数の▚定においてもᷫ⴮定数の▚定時と同᭽に、インパルスハンマーにより᷹定されたⴣ᠄⩄重
がほぼ同╬の値を示した時の加ㅦ度データを用いた。図 3、図 4 は࠙レタンマットおよびシリコンマット⸳
置時の、ᮨ型上部における応答加ㅦ度のフーリࠛ解ᨆ結果を表している。ほぼ同じⴣ᠄⩄重が得られたケー
ス（࠙レタンマットで 8 ケース、シリコンマットで 7 ケース）のフーリࠛスペクトルを重ߨឬきして示した。
両⠴震マットの固有ᝄ動数を比較すると、࠙レタンマット⸳置時は 11Hz ઃ近でථ⿧しているのに対して、
シリコンマット⸳置時は 20Hz 以上でථ⿧しており、シリコンマットの方が࠙レタンマットよりも೰性が高
い事が⏕認できる。また、࠙レタンマット⸳置では 35Hz ઃ近で 2 次ࡕードのࡇークがかなりはっきりと表
れており、シリコンマット⸳置でも 50Hz ઃ近で表れている。このことから、数値シミュレーションでは⠴
震マットを◲単な 1 本のばߨでࡕデル化する事はㆡ切ではないと考えられる。




⠴震マットを⸳置した状態で加ᝄした。入力加ㅦ度には最大加ㅦ度 100gal の正ᒏᵄを用いてᝄ動数は 5Hz、
10Hz、15Hz、20Hz の 4 パターンを用いた。加ㅦ度の計᷹は入力ᝄ動数Ფに 3 回行った。
図 5 はᝄ動数Ფに行った 3 回の実験で、ᮨ型上部とᝄ動台で計᷹された最大加ㅦ度から応答୚₸を▚定し、
入力ᝄ動数Ფにプロットした。5Hz、10Hz では࠙レタンマットの応答୚₸がシリコンマットよりも大きい値
を示す௑向があるが、15Hz、20Hz では࠙レタンマットの方が小さく、20Hz においては୚₸が 1 以下となっ
ている。今回の実験では、入力ᝄ動数を 5Hz Ფに変化させて応答を⏕認したが、࠙レタンマット⸳置時にお
いては入力加ㅦ度のᝄ動数が高くなるほど応答୚₸が低い値を示す௑向がુえる。シリコンマットにおいて


































































































1 自↱度♽としてᷫ⴮定数から▚出される共ᝄ時の応答୚₸（ᷫ⴮定数 h に対して 1/2h）は、࠙レタンマ










1) ᷫ⴮定数は࠙レタンマットが 0.12、シリコンマットが 0.23 でシリコンマットの方が࠙レタンマットより
も⚂ 2 ୚大きい。固有ᝄ動数は࠙レタンマット⸳置時が 11Hz、シリコンマット⸳置時が 20Hz でථ⿧し
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